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考えてみよう

環境のこと
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　私たちの何気ない日常生活が、知らず知らずのうちに環境を汚してしまうことがありま

す。温室効果ガスの削減に向けて、世界各国の代表が集い開催された地球温暖化防止京都

会議から１年。もうー度環境について考えてみましょう。　　m環境企画課(a内線2255)
　　　　”；

－　　　．－●；

　　　　　　－・’１
　　　　　　i

～･Ｊ⌒,・ミj

犬
尹

゛
’
‘
’
パ
‘
ｌ
‐
。
Ｊ
″

・
　
　
ぷ

作

。
’
～
・

・

へ、

” ・ ■ － ● - ･ ・ Ｊ

１ － ' － ・

　
小
さ
な
努
力
も

　
　
　
　
大
き
な
力
に

　
私
た
ち
は
何
気
な
く
テ
レ
ビ

を
見
た
り
、
エ
ア
コ
ン
を
使
っ

た
り
、
お
風
呂
を
沸
か
し
た
り

し
て
、
電
気
や
ガ
ス
を
使
い
ま

す
。
家
庭
で
使
用
す
る
ガ
ス
や

灯
油
だ
け
で
な
く
、
石
油
な
ど

を
燃
や
し
て
発
電
す
る
電
気
の

使
用
も
地
球
の
温
暖
化
の
原
因

に
な
る
二
酸
化
炭
素
を
た
く
さ

ん
出
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

生
活
す
る
中
で
少
し
ず
つ
環
境

を
汚
し
て
い
る
の
で
す
。

　
家
庭
で
す
ぐ
で
き
る
、
環
境

に
や
さ
し
い
行
動
を
い
く
っ
か

表
に
あ
げ
て
み
ま
し
た
。
ど
ん

な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
み
ん
な

が
実
行
す
れ
ば
、
地
球
の
環
境

を
守
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
環
境
を

　
　
　
　
守
る
た
め
に

　
市
で
は
、
よ
り
よ
い
環
境
の

保
全
と
創
造
の
た
め
に
、
「
宇

治
市
環
境
保
全
計
画
」
の
策
定

に
向
け
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
市
の
環
境
に

関
す
る
す
べ
て
の
施
策
の
基
本

的
な
方
向
を
示
す
も
の
と
な
り

ま
す
。
今
年
六
月
に
宇
治
市
環

境
保
全
審
議
会
（
会
長
＝
角
屋

睦
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
委
員

二
十
三
人
）
に
諮
問
さ
れ
、
平

成
十
一
年
度
中
の
策
定
に
向
け

現
在
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

安
易
な
焼
却
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
廃
棄
物
（
ご
み
）
の
安
易
な

焼
却
は
、
近
隣
に
ば
い
煙
や
悪

臭
な
ど
の
迷
惑
を
か
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
発
生
も
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
廃
棄
物
は
、
き
ち

ん
と
分
別
し
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
　
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
正
式
名
称
は
「
ポ
リ

塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
パ
ラ
ジ
オ
キ
シ

ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
）
」
と
い
い
、

地
下
水
汚
染
で
問
題
と
な
っ
て

い
る
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な

ど
と
同
様
の
有
機
塩
素
系
化
合

物
の
一
種
で
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
と
よ
く
似
た
構
造
と
性
質
を

持
つ
化
学
物
質
と
し
て
「
ポ
リ

塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
（
Ｐ
Ｃ

Ｄ
Ｆ
）
」
と
、
ポ
リ
塩
素
ビ
フ
ェ

ニ
ー
ル
（
コ
プ
ラ
ナ
ー
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）

が
あ
り
、
こ
れ
ら
三
種
を
学
問

上
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
塩
素
を
含
む
物
質

が
不
完
全
燃
焼
し
た
と
き
、
化

学
反
応
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。

毒
性
は
皮
膚
障
害
や
内
臓
障
害
、

発
ガ
ン
性
、
催
奇
形
性
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
現
在
も

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(京都府資料より)◆家庭で実行しましょう◆
テ　ー　マ 実　行　内　容 具　体　的　な　効　果

省エネルギーに

つとめよう

電気やガスの効率的な使月による節約

…電気スイッチ、湯沸かし器の口火な

どをこまめに消す。エアコンや掃除ts

などの電化製品をこまめに手入れする。

電化製品の主S源を切ると家庭の年間

消費電力の約15％を節約できますo

ごみを減らそう

ごみの分別・リサイクル…ごみは定め

られた分別方法にしたがって、きちん

と分別する。フリーマーケットなどを

通じて、不用品の再利用をはかる，

1世帯が空き缶、ペットボトル、ガラ

スびんをそれぞれ年間各50本ずつリサ

イクルすると約5キログラムの二酸化

炭素の排出量を削減できます。

水を

　大切にしよう

工夫による節水を行う…洗面や食器洗

いの水を出しっ放しにしない。お風呂

の残り湯を洗濯に使うなど使用後の水

を有効に再利用する。

食器洗いの水の流しっ放しをやめると、

１日約80リットルの節水になります。

車を効率よく

　　使用しよう

車の利用を控える…マイカー通勤を控

え、できるだけ公共交通機関等を利用

する。

環境に配慮した運転…急発進､勁謎、

空ぶかしや不要なアイドリングをやめ

る。

乗用車でアイドリングを5分間減らせ

ば､約45グラムの二酸化炭素を減らせ

ます。これを1年間､毎日続ければ約

16.4キログラムの二酸化炭素排出量の

削減に。

無
火
災
で
過
ご
そ
う

　
　
　
　
　
年
末
年
始

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
年
末
年
始
。
火
を
使
う
こ
と

が
多
く
な
る
一
方
、
慌
た
だ
し
さ
に
紛
れ
、
火
に
対

し
て
っ
い
不
注
意
に
な
り
が
ち
で
す
。
消
防
本
部
で

は
、
十
二
月
二
十
日
か
ら
来
年
一
月
十
日
ま
で
の
間
、

火
災
予
防
特
別
警
備
を
実
施
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
、

大
切
な
命
と
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
回
消
防
本
部
（
Ｓ
内
線
2
6
5
7
）
。

テレビ広報

久保田市長

新年の抱負を語る
１月１日（祝）（手話通訳）

午前10時から15分間

KBS京都　UHF34ch

収
集
地
域
ご
と
に
年
末
年
始

の
収
集
日
程
は
異
な
り
ま
す
が
、

－十
二
月
三
十
日
㈲
か
ら
一
月
五

ま日
両
ま
で
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

次
の
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

曜日別年末年始の収集日

＼
月曜の

収集地区

火曜 水曜 木曜 金曜

年末の

収集最柊日
12/2812/2912/2312/2412/25

年始の

収集開始日
1/11 1/12 1/6 1/7 1/8
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◆
年
末
・
：

2 8
日
側
・

2 9
日
出
・

3 0
日
困
は
毎
日
収
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
～

　
た
だ
し
こ
の
三
日
間
は
、
午

－
後
の
収
集
地
区
も
必
ず
午
前
九

１
時
ま
で
に
ご
み
収
集
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
願
い
■
　
年
末
、
最
終
の

三
日
間
は
、
多
量
の
ご
み
が
予

　
　
　
－

想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
三

－
日
間
均
等
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
年
始

○
月
・
木
の
収
集
地
域
…
１
月

４
日
㈲
か
ら
収
集

○
火
・
金
の
収
集
地
域
…
１
月

５
日
脚
か
ら
収
集

０
　
白
剛
万
万

資
源
ご
み

　
缶
、
び
ん
・
ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
収
集
は
、
十
二
月
三
十
日
困

か
ら
一
月
五
日
㈹
ま
で
休
み
ま

す
．
詳
し
く
は
日
程
ち
ら
し
、

且
燧
疆
警
箆
≒　

山
間
部
（
毎
週
水
曜
日
収
集
）

の
収
集
は
次
の
泡
お
り
で
す
。

収集するもの

12月

　23日㈲

もえるごみ、もえないごみ

缶

29日叫 もえるごみだけ(特別収集)

30日團 休み

1月

　６日南

もえるごみ、もえないごみ

びん、ペットボトル

る
ご
み
は
、
別
途
有
料
で
収
集

し
ま
す
。
環
境
政
策
室
事
業
課

へ
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

年
内
の
収
集
申
し
込
み
は
十
二

月
十
八
日
㈲
ま
で
。
た
だ
し
予

約
が
満
杯
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
ま
す
の
で
お
早
目
に
。

　
問
い
合
わ
せ
は
環
境
政
策
室

事
業
課
（
萱
内
線
3
0
0
3
～

3
0
0
6
）
　
へ
Ｏ

し
尿
収
集

●
問
い
合
わ
せ
は

　
1
2
月
3
1
日
正
午
ま
で

　
定
期
収
集
で
く
み
も
れ
か
お

り
ま
し
た
ら
、
必
ず
収
集
口
か

ら
確
認
の
う
え
、
翌
日
（
午
前

八
時
半
～
午
後
五
時
）
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
内

の
し
尿
収
集
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
三
十
一
日
出
の
正
午

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
臨
時
収
集
の
申
し
込
み

　
し
尿
の
臨
時
収
集
（
有
料
）

の
申
し
込
み
は
十
二
月
二
十
四

日
俐
ま
で
で
す
。
年
始
は
一
月

四
日
㈲
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
城
南
衛
生

管
理
組
合
業
務
課
（
Ｓ
０
７
５

゛
６
３
１
一
5
1
7
1
）
　
へ
Ｏ

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
Ｓ
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
１
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

987

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集

も
え
な
い
ご
み

山
間
部
（
笠
取
・
炭
山
・
ニ
尾
・
池
尾
）

臨
時
ご
み
収
集
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一
人
一
人
が
健
康
の
管
理
と
医
療
費
の
節
約
を

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
安
心
し
て
医
者
に
掛
か
れ
る
よ
う

に
す
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
運
営
は
加
入

者
の
保
険
料
や
国
庫
金
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
医

療
費
が
増
加
す
る
と
財
政
運
営
も
厳
し
く
な
り

ま
す
。
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
や
上
手
な
受
診
を

心
掛
け
、
国
保
の
安
定
運
営
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
圓
国
民
健
康
保
険
課
（
登
内
線
2
2
6
5
）

表1）市国保の１日当たり費用額と全国平均
　　　との比較（８年度）

入　院　分 通　院　分

一般 退職 老人 一般 退職 老人

宇治市
18,438

(113.1)

26,294

(117.5)

19,345

(108.7)

7,113

(111.3)

6,872

(109.3)

7,616

(112.7)

の
国
保
で
も
医
療
費
は
毎
年
増

加
傾
向
に
あ
り
、
九
年
度
は
前

年
度
を
約
十
億
円
上
回
り
、
百

五
十
七
億
円
、
一
人
当
た
り
三

十
七
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
医
療
費
の
増
加
原
因
と
し
て

は
Ｏ
生
活
習
慣
病
な
ど
の
慢
性

疾
患
の
増
加
○
加
入
者
の
高
齢

化
○
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
本
市
の
医
療
費
の
特
徴
は

「
一
日
当
た
り
費
用
額
」
が
高

い
こ
と
で
す
（
右
表
参
照
）
。

単位は円。(　）内は全国平均を100とした場合の指数

　表２）市国保医療費の推移

入院診療費

通院診療費

　　　　68.863.し,て:

52.1

円
7
0
　
6
0
　
5
0

億

れ
は
全
国
平
均
と
比
べ
入
院
割

合
が
高
く
、
診
療
の
密
度
が
高

い
こ
と
が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
医
療
保
険
は
相
互
共
済
制
度

で
す
か
ら
、
医
療
費
が
増
加
す

れ
ば
保
険
料
負
担
も
増
加
し
ま

す
。
で
す
か
ら
、
日
ご
ろ
か
ら

健
康
に
気
を
配
り
、
重
複
受
診

な
ど
の
無
駄
を
無
く
し
、
掛
か

り
付
け
医
の
指
示
を
守
る
な
ど

と
い
っ
た
一
人
ひ
と
り
の
心
掛

け
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

7.0　　7.6　　8.4　　8.6

０
　
０

４
　
３

０
　
０

２
　
１

９　年度
８７６５

来年４月は

保険証の一斉更新

●保険料が未納の人は郵送交付

できません。お早めに納付して

いただくか、納付相談を。

⑤
医
療
機
関
・
老
人
保
健
施
設

・
社
会
福
祉
施
設
の
適
正
配
置

⑥
保
健
・
福
祉
・
教
育
分
野
と

の
連
携
施
策
の
推
進

⑦
負
担
の
公
平
化
と
保
険
料
収

納
率
の
向
上

⑧
健
全
な
国
保
財
政
の
堅
持

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
市
議
会
を

始
め
、
国
保
運
営
協
議
会
・
国

・
府
な
ど
の
関
係
諸
機
関
と
連

携
し
、
安
定
し
た
国
保
運
営
を

目
指
し
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

988

見つめ直そう！
わが家の健康と医療保険

■適度な運動の実践

　　運動不足は老化を早める元凶。

　ウォーキングやスポーツを習慣

　化しよう。

■健康管理の徹底

　　定期的健康チェックで、常に

　自分の健康管理に努めよう。

■食生活の充実

　　偏食をなくし、数多い品目の

　食品摂取に心掛けよう。

■医療費の節約

　1）重複受診はやめよう

　2）診療時間内に受診しよう

　3）家庭医を持とう

　4）健康診断を受け、疾病の早期発見

　　　・治療に努めよう

■休養は十分に

　　疲労回復には入浴と睡眠が

　効果的。心身のリフレッシュ

　は欠かさずに。

増
え
続
け
る

市
国
保
医
療
費

　
九
年
度
の
国
民
医
療
費
推
計

は
二
十
九
兆
円
を
超
え
、
一
人

当
た
り
で
は
年
間
二
十
三
万
円

余
り
の
費
用
に
な
り
ま
す
。
市

ト
歩
く
こ
と
は
気
軽
に
で
き
る
運
動
で
す
。
仲
間
を
さ
そ
っ
て
始
め
て

　
み
ま
せ
ん
か

国保加入は必ず14日以内に

●他の市町村から転入してきたとき

●職場の健康保険をやめたとき

●職場の健康保険の被扶養者ではなくなったとき

●子どもが生まれたとき

●生活保護を受けなくなったとき

●他の市町村へ転出するとき

●他の健康保険に加入したとき

●加入者が死亡したとき

●生活保護を受けるようになったとき

交通事故にあったときは､まず届け出を

交通事故など第3者から損害を受けたときの治療費は、原則的に

加害者に責任があります。こうしたときは、まず国保に届け出を行

い、いったん国保を使って受診し、後日国保

(加入している歩保険)から加害者に治療費　　

祠

。。

を請求することができますＯ　　　　　　　　　　　　辱=;、　。

●加害者があって受診するときの注意●　　　、ぷ:し

乙
①国保を使う場合は必ず届け出を

訟

②国保を使ったときは示談の前にも届け出を　　　　　　　　h

国
保
の
安
定
運
営
を

目
指
し
て

　
市
で
は
、
地
域
医
療
保
険
制

度
を
支
え
る
「
国
保
」
の
安
定

運
営
の
た
め
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
レ
セ
プ
ト
（
医
療
機
関
か
ら

の
請
求
明
細
）
の
点
検
体
制
の

強
化
・
充
実

②
健
康
・
医
療
を
テ
ー
マ
に
し

た
市
民
・
加
入
者
と
の
連
携
強

化③
保
健
・
健
診
事
業
の
推
進

④
在
宅
ケ
ア
の
推
進

国保をみんなで支えよう

こんなときは届け

出を



技
の
運
営
・
記
録
の
収
集
・
情

報
提
供
な
ど
特
定
の
分
野
で
、

お
よ
そ
2
5
年
以
上
に
わ
た
り
貢

献
し
た
　
⑤
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
か
か
る
学
術
研
究
な

ど
に
功
績
が
あ
っ
た
　
⑥
そ
の

他
、
特
に
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
・
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た

◆
推
薦
の
手
続
き

　
市
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学

生
、
高
校
生
な
ど
の
文
化
に
関

す
る
意
識
の
高
揚
や
振
興
を
図

る
た
め
、
「
宇
治
市
ジ
ュ
ニ
ア

文
化
賞
」
を
制
定
し
、
音
楽
や

美
術
な
ど
の
文
化
活
動
に
対
し

て
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次

1
0
年
宇
治
市
界
ポ
ー
ツ
賞

推
薦
は
1
／
2
9
（
金
）
ま
で
に

国
際
大
会
（
小
・
中
学
生
は
府

・
近
畿
大
会
も
可
）
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
人
や
団
体

○
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

長
年
に
わ
た
り
功
績
の
あ
っ
た

人
や
団
体
＝
①
優
秀
な
選
手
の

育
成
指
導
に
顕
著
な
功
績
が
あ

っ
た
　
②
国
体
等
の
全
国
的
競

技
会
に
選
手
と
し
て
1
0
回
以
上

出
場
し
、
相
当
な
成
績
を
収
め

た
　
③
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係

の
組
織
・
団
体
な
ど
で
お
よ
そ

2
0
年
以
上
に
わ
た
り
そ
の
普
及

・
振
興
・
発
展
に
顕
著
な
功
績

を
収
め
た
　
④
競
技
審
判
・
競

　
1
0
年
音
楽
・
美
術
な
ど
を
対
象
に

宇
治
市
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

　
1
0
年
１
月
１
日
～
1
2
月
3
1
日

に
音
楽
・
美
術
な
ど
の
分
野
に

お
け
る
権
威
あ
る
近
畿
・
全
国

・
国
際
大
会
（
大
会
に
は
、
コ

ン
ク
ー
ル
・
賞
・
展
覧
会
な
ど

の
名
称
も
含
む
）
で
、
優
秀
な

成
績
（
近
畿
大
会
―
位
、
全
国

大
会
６
位
ま
で
）
を
収
め
た
人

・
団
体

◆
推
薦
の
手
続
き

　
文
化
活
動
を
推
進
す
る
組
織

・
団
体
の
長
、
ま
た
は
学
校
長

が
１
月
3
1
日
ま
で
に
市
長
あ
て

に
推
薦
。
選
考
委
員
会
で
選
考

し
、
市
長
が
決
定
。

◆
表
彰

　
３
月
１
日
の
市
制
施
行
記
念

日
に
表
彰
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
（
萱
内
線
2
6

1
5
）
。

の
基
準
に
該
当
す
る
人
・
団
体

の
推
薦
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
対
象

　
市
内
に
在
住
・
在
学
す
る
小

学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
か
こ

れ
に
準
じ
る
人

◆
表
彰
の
分
野
・
範
囲

市
営
住
宅
（
神
明
宮
西
）

　
　
　
　
入
居
者
募
集

　
１
月
2
9
日
面
ま
で
に
所
定
の

推
薦
調
書
で
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

へ
。
選
考
委
員
会
で
選
考
し
、

市
長
が
決
定
し
ま
す
。

◆
表
彰

　
３
月
１
日
の
市
制
施
行
記
念

日
に
表
彰
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
同
課
（
内
線
2
6
2
1
）
。

989
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お知らせ

■ツベルクリン反応検査と

　BCG

　Ｄとき…○ツベルクリン反応検

査= 12月15日(火)､○判定とＢＣＧ＝

17日田。いずれも午後２時～３時

半[〉ところ…保健医療センター[＞

対象…４歳未満の子ども　回保健

推進課(s内線2262)。

催し

■小倉双葉園保育所園庭開放

　子どもの仲間づくり、お母さん

の育児の仲間づくりにどうぞ。[＞

とき‥･12月15日(火)、午前10時~11

時半。雨天中止C＞ところ…同園園

庭(小倉町西畑13)回子育て支

援センター024-6511)。駐車場

　
十
年
度
固
定
資
産
税
第
三
期
の
納
期
限
が
一
月
四
日
に
迫

っ
て
い
ま
す
。
お
確
か
め
の
う
え
、
至
急
ご
納
付
く
だ
さ
い
。

囲
納
税
課
（
容
内
線
2
1
3
2
）

幽

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
あ
な
た
の
市
税
！

　小･中学生対象の予防接種を下表の通り実施して

います。希望する人は３月末までに市内の｢予防接

種協力医療機関(赤いステッカーが目印)｣で個別

に受けてください。費用は無料ですO予診票は協力

医療機関、保健推進課にあります。回保健推進課

(a内線2262)。

りで話が聞ける子どもE〉費用…無

料回同館(S22-8240)。

■植物公園

　　〈講習会・ミニ門松作り〉迎春

用に寄せ植えのミニ門松を作りま

す[＞とき…12月26日出、午後１時

半～３時半t＞定員…30人[〉材料費…

2000円。　圃同a (345-0099)。

入園料が必要。

㈲
ピアノデュオ

久米智子ａ･徳山雅子さ^

　12月17日宋

　午後Ｏ時15分～45分

市役所１階市民交流ロビー
（
闇
）

組曲｢動物の謝肉祭｣より

ほか

固文化自治振興課(s内線2223)

福祉

■生け花教室

　部屋や玄関をお花で飾って、お

正月を迎えてみませんか。[〉とき…

12月25日出、午後I時半~3時半

・午後7時半~9時半[＞ところ…

総合福祉会館C〉対象…身体に障害

56 50、FAX22-5654)。

官公署・その他

■城南地域職業訓練センター

　1112月13日(日)から同センター

(a46-0688)。

　　くパソコン初級エクセル表計算

W95〉E＞とき…１月14日～２月１

日の月・木曜、午後６時半～９時。

６回μ受講料…9000円。

　　〈パソコン活用W95〉C＞とき…

１月14日~2月１日の月・木曜、

午後６時半~9時。6回に＞受講料…

9000円。

　　〈ワープロ初級ワードW95〉[＞

とき…１月13日～２月３日の水曜

午後６時半～９時、土曜午前９時

半～正午。６回[＞受講料‥･9000円。

　　〈簿記初級〉[＞とき…１月13日

― 3月10日の月曜午後１時～4時

半、水曜午前９時半～午1友4時半。

22回E〉受講料…１万500円。

■公証制度をご存じですか

　公証制度とは、財産を守り、金

考母さんｔい・しょ’

のある人卜内容…若松のお正華、

盛花、;i牟み〉指導…東山未生流
‖　足立

師範・山田優美甫さんt＞参加費…

2000～2500円(花代)圃u月22

日(火)までに社会福祉協議会(a22-

　圭くん（1歳）

靖子さん

　　　　（木幡西浦）

銭貸借や土地・家屋の賃貸借、相

続・遺言などを巡るトラブルを防

ぐための制度です。裁判官・検察

官・法務省職員などを努めた法律

家の中から法務大臣が任命した公

証人が契約・遺言などの公正証書

の作成にあたっています。公正証

書作成手続の相談は無料ですから、

お気軽にご相談を。　回宇治公証

役場(昔23-8220、宇治壱番132-4

谷ロビル２階)。土・日曜日、祝

日は休みです。

■府警音楽隊創立50周年・カラー

　ガード隊創立20周年記念演奏会

　レとき…２月21日(日)、午後２時

半～４時45分[＞ところ…京都会館

第１ホール(京都市左京区岡崎最

勝寺町)C〉入場…無料ですが整理

券が必要　圃往復はがきに住所・

氏名・年齢・電話番号・希望人数

(2人まで)を書き、〒602-855)

京都府警察本部総務部広報課｢記

念演奏会係｣。回同課(ざ75-451-

9111)。

　
市
で
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
振
興
と
競
技
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
宇
治
市
ス
ポ
ー

ツ
賞
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次
の
基
準
に
該
当
す
る
人
や
団

体
が
あ
れ
ば
推
薦
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
対
象

　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

し
て
い
る
人
か
、
市
内
に
事
務

所
が
あ
る
団
体
と
そ
れ
に
属
し

て
い
る
人

◆
推
薦
の
基
準

○
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
、
1
0
年
１

月
１
日
～
1
2
月
3
1
日
に
全
国
や

市役所へめ電話・郵便は＼

大容22÷3141:(代表ト。……

　∇〒611-8501＼mmのため節不要)

囲 a 問 り 合 わ せ ･ j 胆 は 申

.

し 込 : み

． …

… j

圃 の 書 い て い な い も の は 直 接 会 場 へ ］

お 越 し く だ さ い ノ ＼ 　 ： 　 　 … … 　 　 … …

…

;
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はありません。

■児童書テーマ展示

　　〈クリスマスの本〉中央図書館

では児童書コーナーにクリスマス

やサンタクロースの本を展示して

いますI＞期間…12月27日(日)まで。

　回同館(S20-1511)。

・クリスマス会

　大型紙芝居・ペープサートなど

で楽しいひとときを過ごしましょ

う。[＞とき…12月16日出、午後３

時～4時E〉対象…幼児～小学校低

学年E＞費用…無料回中央図書館

(Q20-1511)。

■クリスマスおたのしみ会

　[＞とき…12月16日伽、午後３時

半～４時t＞ところ…西宇治図書館

[〉内容…ロール紙芝居・ペープサ

ートなど[＞対象…３歳以上でひと

「年の瀬もゆとりとベルトを忘れずに」

12月31日まで年末の交通事故防止府民運動実施中

　　　　　　　　　　圖交通対策課（a内線2259）

一
回
□
…
…
□
太
一
一
一
、
い
一
一
一
。
一

’ ］
’

一
」
一
。
］
、

¨
］
一
一
｝
‥
一
一
一
、
一

　
川
や
海
な
ど
の
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
や
生
活
環
境
の
向

上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
公
共
下
水
道
。

　
こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
市

民
の
皆
さ
ん
へ
の
下
水
道
事
業

の
啓
発
の
一
環
と
し
て
小
学
４

水と生活についての

　　作文ｺﾝｸｰﾙ

　　　入選者決まる

圃下水道管理課（a内線2453）

年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
十
四
校
か
ら
二

百
八
十
三
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
次
の
児
童
の
作

品
が
入
選
し
、
十
一
月
二
十
七

日
㈲
の
表
彰
式
で
賞
状
と
副
賞

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
＝
吉
村
愛
実
真
（
棋

島
小
）
、
優
秀
賞
ｎ
古
園
雄
基

（
北
棋
島
小
）
、
山
中
史
織
（
南

部
小
）
、
’
蒲
地
美
佳
（
南
部
小
）
、

林
優
里
（
御
蔵
山
小
）
、
佳
作
＝

飯
田
麻
美
（
西
小
倉
小
）
武
岡

梨
奈
（
西
大
久
保
小
）
、
砂
川

奈
穂
（
宇
治
小
）
、
中
野
亜
季

子
（
南
部
小
）
、
岡
本
祥
吾

（
南
部
小
）
、
福
間
綾
奈
（
木
幡

小
）
、
杉
本
真
弓
（
木
幡
小
）
、

藤
本
麻
衣
（
木
幡
小
）

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
入
居
住
宅

　
［
神
明
宮
西
市
営
住
宅
］

　
一
般
向
き
　
３
Ｄ
Ｋ
＝
６
戸

　
　
　
　
　
　
２
Ｄ
Ｋ
＝
４
戸

　
　
（
２
Ｄ
Ｋ
の
う
ち
上
戸
は
老

　
　
人
世
帯
を
優
先
）

※
家
賃
は
所
得
等
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
募
集
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｏ
入
居
時
期

　
1
1
年
１
月
下
旬

○
応
募
資
格

種　　別 対　　　　　象

風　し　ん

小学1年生・中学２年生(風し

んの予防接種を受けたことも、

風しんにかかったこともない人）

日本脳炎 謂吋学4年生.3期=中学3年生

三種混合 2期(旧３期)＝小学６年生

*詳しくは10年度市民カレンダーをご覧ください。

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
市

内
在
住
者

②
同
居
親
族
か
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
・

婚
約
者
も
含
む
）
が
あ
る

③
基
準
収
入
額
（
同
居
親
族

数
な
ど
で
異
な
る
）
以
内
で

　
あ
る

　
④
入
居
時
に
２
人
の
連
帯
保

　
証
人
が
あ
る

○
募
集
案
内
書

　
1
2
月
1
1
日
㈲
か
ら
市
役
所
５

階
住
宅
課
で
配
付
し
ま
す

○
受
け
付
け

　
1
2
月
1
7
日
困
～
2
2
日
脚
（
土

・
日
を
除
く
）
に
市
役
所
６
階

の
臨
時
設
置
の
市
営
住
宅
入
居

受
け
付
け
コ
ー
ナ
ー
へ
持
参

（
郵
送
不
可
）

○
問
い
合
わ
せ

　
住
宅
課
（
容
内
線
2
3
9
1
）

市民交流ロビーコン

サート

市税の

納付は

便利な

口座振

替で

小・中学生の予防接種
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ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

　
　
　
　
　
　
弾
む
心

笠
取
・
笠
取
第
二
小
学
校
児
童

　
　
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
楽
し
む

　
京
都
パ
ー
プ
ル
サ
ン
ガ
「
普
　
巡
回
指
導
が
、
去
る
十
一
月
十

及
部
」
の
へ
き
地
校
サ
ッ
カ
ー

一
二
日
俐
、
笠
取
第
二
小
学
校
で

▲与那城コーチを相手に元気いっぱいの児童たち

　
十
一
月
二
十
八
日
山
、
「
第

十
一
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
　

ー

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

笠
取
小
学
校
の
児
童
も
加
わ
り
、

両
校
あ
わ
せ
て
三
十
八
人
が
参

加
。
京
都
パ
ー
プ
ル
サ
ン
ガ
の

コ
ー
チ
に
サ
ッ
カ
ー
の
基
本
的

な
技
術
な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま

し
た
。
こ
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
は
、
日
常
的
に
な
か
な
か
サ
ッ

カ
ー
と
の
関
わ
り
を
持
て
な
い

地
域
の
児
童
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー

を
広
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
、
プ

ロ
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
を

見
て
、
学
び
、
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
。

　
勢
ぞ
ろ
い
し
た
両
校
児
童
は
、

お
も
し
ろ
お
か
し
く
、
と
き
に

は
失
敗
の
見
本
も
交
え
な
が
ら

手
本
の
技
を
披
露
す
る
嶋
谷
普

及
部
長
と
与
那
城
チ
ー
フ
コ
ー

チ
の
指
導
で
、
い
っ
の
ま
に
か

サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
に
引
き
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
児

童
た
ち
は
コ
ー
チ
と
先
生
を
相

手
に
試
合
を
行
い
、
ボ
ー
ル
と

心
を
弾
ま
せ
な
が
ら
練
習
の
成

果
を
試
し
て
い
ま
し
た
。

　
笠
取
第
二
小
学
校
六
年
生
の

安
藤
く
ん
は
「
プ
ロ
は
や
は
り

す
ご
い
。
今
日
は
こ
れ
ま
で
や
っ

た
こ
と
が
な
い
こ
と
も
や
れ
た
。

楽
し
く
教
え
て
も
ら
え
て
お
も

し
ろ
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

宇治小学校

マーチングバンド部

ス
テ
ィ
バ
ル
」
小
学
校
バ
ン
ド

の
部
（
千
葉
県
幕
張
メ
ッ
セ
）

に
出
場
し
た
宇
治
小
学
校
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
は
優
秀
賞
を

受
け
ま
し
た
。

　
同
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

は
、
今
年
八
月
に
全
日
本
マ
ー

チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
小
学

校
バ
ン
ド
の
部
関
西
大
会
で
グ

ッ
ド
サ
ウ
ン
ド
賞
を
受
賞
。
関

西
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ
の

出
場
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
十
一
月
初
め
の
全
日

本
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
ー
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
関
西
大
会
で
も

金
賞
を
受
賞
。
昨
年
に
引
き
続

き
二
年
連
続
で
関
西
代
表
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
来

年
一
月
十
七
日
倒
に
は
「
第
二

十
六
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
ー

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
全
国
大
会
」
（
日
本
武
道
館
）

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
十
一
月
二

十
五
日
出
に
市
役
所
一
階
ロ
ビ

ー
で
壮
行
演
奏
会
を
行
い
、
緊

張
感
と
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
華
麗

な
演
奏
を
披
『
部
員
た
ち
は
、

赤
と
黒
の
そ
ろ
い
の
制
服
姿
で

「
ド
レ
ス
・
口
ボ
ス
」
「
あ
る
恋

の
物
語
」
「
カ
ー
ニ
バ
ル
」
「
ラ
ー

バ
ン
バ
」
を
演
奏
し
、
二
。
・
三

年
生
の
低
学
年
に
よ
る
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
ダ
ン
ス
も
交
え
た
は
つ

ら
つ
と
し
た
姿
は
、
聴
き
に
来

た
人
た
ち
を
魅
了
。
盛
ん
な
拍

手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
「
二
つ
の
大
き
な
大
会
に
出

ら
れ
る
の
は
、
高
校
野
球
で
い

え
ば
甲
子
園
に
春
・
夏
連
続
出

場
す
る
よ
う
な
も
の
」
と
の
種

村
校
長
先
生
の
言
葉
を
受
け
て
、

久
保
田
市
長
は
「
す
ば
ら
し
い

努
力
の
結
果
。
音
楽
の
甲
子
園

と
も
い
え
る
両
大
会
で
日
ご
ろ

の
成
果
を
発
揮
し
、
笑
顔
を
忘

▲明るいリズムと統一感のあるサウンドで聴き手を魅了

ト
講
師
の
長
崎
夏
海
さ
ん
（
中
央
）
と
と
も
に

れ
ず
、
悔
い
の
な
い
演
奏
を
し

て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し

ま
し
た
。
部
長
の
戸
島
歩
さ
ん

は
「
毎
日
頑
張
っ
て
練
習
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。
関
西
の
代
表

と
し
て
、
心
を
込
め
て
演
奏
し

て
き
ま
す
」
と
明
る
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

▲熱演を終えた宇治小学校マーチングバンド部

児童文学サークル

と。 11月14日には、幼年童話から

小・中学生を主人公とする作品を

多く手掛ける若手女流作家長崎夏

海さんを招き講演会を開催しまし

た。

　　「入会して17年。月に１冊の本

を読む中でエネルギーのもとをい

ただきました」と阪田さん。「小

学生２人の親ですが、サークルで

はいろんな本を紹介してもらえる。

テレビに流されがちな現在、子ど

もにも本に親しんでもらいたい」

と今年４月に入会したばかりの小

田さん。みなさんも一緒に本を読

みながら子育てを考えてみません

か。会費は月800円。【問い合わ

せ】林さん（324-6117）へ。

　　「児童文学サークル」は、今年

で21年目を迎える歴史ある団体。

月１回の例会では、母親たちが集

まって、児童文学を読み、語り、

子育てについて考えてきました。

現在、サークル員は10人。毎月第

２金曜日、午前lO時から正午まで

宇治公民館で活動しています。

　代表者の林さんは「児童文学と

はいっても、大人も興味を持ち、

夢中になって読めるほどおもしろ

い。課題本は年間のテーマを決め

て選んでいます。今年のテーマは

『性』です。また、通常の例会の

ほか、講師を招いたり、作者を囲

んでの例会や、一般公開の講演会

なども取り組んでいます」とのこ

数
ク
ラ
ス
。
毎
週
月
曜
、
中
・

上
級
は
午
前
９
時
半
Å

初
級
は
午
前
Ｈ
時
～
午
後
ｏ
時

半
。
宇
治
公
民
館
。
月
４
千
円

～
４
千
５
百
円
。
若
干
名
。
林

さ
ん
＆
2
3
・
9
0
3
1
．

◆
育
児
英
語
サ
ー
ク
ル
「
Ｈ
Ｅ

Ｌ
Ｌ
ｏ
・
Ｋ
Ｉ
Ｄ
ｓ
」
　
楽
し

く
英
語
を
取
り
入
れ
な
が
ら
親

子
で
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。

1
2
月
1
6
日
㈲
、
午
後
３
時
～
４

時
。
1
8
日
㈲
、
午
前
1
1
時
～
正

午
の
い
ず
れ
か
。
木
幡
公
民
館
。

５
百
円
。
安
藤
さ
ん
＆
2
2
・
４

◆
英
会
話
サ
ー
ク
ル
「
Ｔ
－
ｃ

Ｋ
・
Ｔ
Ａ
ｃ
Ｋ
」
　
新
会
員
募

集
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
女
性

講
師
と
共
に
英
会
話
や
異
文
化

を
学
び
ま
せ
ん
か
。
毎
週
火
曜
、

午
後
１
時
～
２
時
半
。
木
幡
公

民
館
。
月
二
千
五
百
円
。
平
木

さ
ん
公
3
2
・
5
1
4
8
．

◆
七
恵
三
会
　
歌
謡
舞
踊
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
１
・

３
金
曜
、
午
後
１
時
半
～
４
時
。

南
大
久
保
集
会
所
（
成
田
山
前

高
架
下
）
。
月
三
千
円
。
上
村

さ
ん
＆
2
4
・
0
5
3
4
．

990

市
民
情
報

短
信

　
　
催
し

◆
年
末
寄
せ
植
え
教
室
　
1
2
月

1
9
日
出
、
午
前
９
時
半
～
午
後

１
時
。
材
料
費
は
和
風
３
千
円
、

洋
風
２
千
円
。
各
先
着
3
0
人

（
当
日
来
園
し
て
自
分
で
植
え

込
み
の
で
き
る
人
）
。
志
津
川

福
祉
の
園
照

◆
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
Ⅲ
～
大
和
街

道
を
行
く
～
豊
臣
垂
易
造
っ

た
大
和
街
道
を
コ
ー
ス
に
取
り

入
れ
実
施
、
杓
…
Ｊ
手
口
ｏ

Ｃ
Ｓ
Ｉ
月

2
0
日
㈲
、
午
前
８
時
半
に
Ｊ
Ｒ

新
田
駅
西
側
広
場
集
合
（
小
雨

決
行
。
雨
天
時
は
2
3
日
脚
に
）
。

昼
食
、
水
筒
、
雨
具
等
持
参
。

市
文
化
自
治
振
興
課
（
酋
内
線

2
2
0
2
）
。
歩
こ
う
会
牧
原

さ
ん
容
2
3
・
2
2
6
2
．

◆
市
民
歩
こ
う
会
　
1
1
年
１
月

３
日
㈲
、
午
前
９
時
半
～
、
市

役
所
玄
関
前
集
合
（
雨
天
中
忠
。

桃
山
御
陵
か
ら
乃
木
神
社
、
約

召
４
　
　
口
（
家
族
向
き
）
。
牧
原

さ
ん
昔
2
3
・
2
2
6
2
．

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講

習
会
　
い
一
八
年
１
月
４
日
間
、
午

後
１
時
～
３
岐
宇
治
公
民
館
。

５
百
円
。
上
靴
必
要
。
山
岡
さ

ん
昔

２
８

０
７
５
一
４
６
１
一
1
8

０

◆
冤
道
歩
こ
う
会
　
‥
‥
一
年
１
月

９
日
出
、
午
前
1
0
時
、
京
阪
三

室
戸
駅
集
合
（
小
雨
決
行
）
。

鳩
ケ
峯
か
ら
石
清
水
八
幡
宮
、

約
1
0
キ
ロ
。
辻
本
さ
ん
昔
2
2
・

0
7
7
9
０

　
　
募
集

◆
宇
治
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
日
本

語
教
室
　
目
的
や
レ
ベ
ル
、
母

国
語
に
あ
わ
せ
て
、
少
人
数
で
。

毎
週
金
曜
、
午
前
1
0
時
半
～
正

午
。
宇
治
公
民
館
。
月
五
百
円
。

佐
野
さ
ん
＆
3
3
・
8
0
2
2
．

◆
英
会
話
教
室
受
講
生
追
加
募

集
　
外
国
人
講
師
に
よ
る
少
人

交差点

毎月11日号みな

さんと作るページ
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Ｓ 二 こ

華麗で躍動感あふれる演奏

サークルさ

あ来る46
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